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観
音
の

語
源
再
考

　

　

　
　

　

　

羅
什
以

前
の

漢
訳
に

現
れ
る

尊
名
を
中
心

に田

中

公

明
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一

　

は

じ

め

に

　
大

乗
仏
教
を

代
表
す
る

菩
薩
で

あ
る

観
音
に

つ

い

て

は
、

ガ

ン

ダ

ー

ラ

出
土
の

三

尊
像
か

ら

観
音
と

思
わ

れ
る

銘
文
O
巨
善
 

冨

が

発

見
さ

れ
た
こ

と

な
ど
、

知
見
の

拡
大
が

続
い

て

い

る
。

　
わ
が
国
に

お
い

て

も
、

最
近
に

な
っ

て

観
音
信
仰
の

起
源
に

つ

い

て

注
目
す
べ

き
研
究
が

現
れ
た

。

そ

の

第
一

は

辛
嶋
静
志
氏
の

「

法
華
経

の

文
献
学
的
研
究
（
二
）

　
　

観
音
〉
く

巴
o
吋

壁゚
。

＜

母
p

の

語
義
解
釈
　
　
」

を
は
じ
め
と

す
る
一

連
の

研
究
で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し
て

斎
藤
明
氏
は

「

観
音
（

観

自
在）

と

梵
天

勧
請
」

「

観
音
（
観
自
在
）

と

『

観

音
経
』

」

を
発

表
し

、

観
音
の

原

語
は

、

そ

れ

が

俗
語
に

転
訛
し
た

形
で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

「

観

察

す

る

こ

と

が

自

在

な

る

者
」

を

意

味

す

る

〉
〈
9。

δ

窪
臥

≦
邑
〉

螽
δ
匹
8
鐙

に

他
な

ら

ず
、

「

観

音
」

「

観
世

音
」

等

の

訳
語
は

、

中
央
ア

ジ

ア

系
の

不
正

確
な

写
本
に

基
づ

い

て

原
義
を
取

り
違

え
た

も
の

に

他
な

ら

な

い

と

結
論
づ

け

た
。

こ

の

両

者
の

見
解

は
、

旧
訳
の

観
音
あ
る
い

は

観
世

音
の

原
語
と

さ

れ
る

豸
巴
o

聾
器
く
9
冨

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
⊥

ハ

十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

の

解

釈
を
め

ぐ
っ

て

対
立

し

て

い

る
。

　
従
来
か

ら

筆
者
は

、

両
氏
と

は

異
な

る

図

像
学
・

尊
格
史
の

観
点
か

ら
、

観
音
信
仰
の

起
源
と

発
展
に
つ

い

て

研

究

を

進
め

て

き
た

が
、

今

回

は

観
音
の

語
源
に

つ

い

て
、

旧

訳

語
「

観
世

音
」

を

定
着
さ
せ

た

羅

什
以
前
の

漢
訳
に

現
れ

る

尊
名
を
中
心
に

紹
介
し

、

両
説
の

妥
当
性
に

つ

い

て

考
察
し

た
い

。

二

　
羅
什
以

前
の

漢
訳
に

現
れ

る

観
音
の

尊
名

　
羅
什
以
前
の

漢
訳
仏
典
に

現
れ
る

観
音
の

尊
名
に
つ

い

て

は
、

多
数

の

先
行
研
究
が

あ
る

が
、

こ

こ

で

簡

単
に

紹
介
す
る

と
、

支

婁
迦
讖
訳

『

平

等
覺
經
』

（

大
正

ZgG

。

 
H）

と

支

謙
訳
『

大
阿

彌
陀
經
』

（

大
正

乞
ρ

　
ム

ω

 
卜。）

に

現
れ
る

音

写
字
「

廬

樓
亘
」

「

蓋

樓
亘
」

、

同
じ

支
謙

訳
『

維

摩
詰

經
』

（

大
正

29

心

置
）

と

『

無
量

門

微
密

持
經
』

（
大

正
Z
。

」
2H
）

等
に

見
ら

れ
る

「

閖
音
」

「

閥

音
」

と
い

う
意
訳

、

そ

し

て

竺

法
護
訳

『

正

法
華
經
』

（
大
正

29

・。

 
ω
）

等
に

見
ら

れ

る
「

光
世
音
」

な

ど

で

あ
る

。

な
お

『

無
量

壽
經
』

（
大
正

z
ρ

。゚

 
O）

の

「

觀
世
音
」

は
、

三

国
魏
の

康

一
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観
音
の

語

源
再

考
（

田

　
中
）

僧
鎧
訳

で

あ

る

こ

と

が

疑
問
視
さ

れ

る
の

で
、

考
察
の

対

象
か

ら

除

外

す
る

。

さ

ら

に

辛
嶋
氏
は
、

『

放
光
般

若

經
』

（
大
正

z
。

』
・。

一

）

の

対
告

衆
に

列

す

る

現

音

聲
菩

薩

を

見
音

聲
の

誤

り

と

見

て
、

こ

れ

も

〉

奉
δ

写
舘
＜
9

冨

で

あ
る

と

す
る

。

　
こ

の

う
ち

闡
音
の

閼
、

闌
音
の

閾
は
、

何
れ

も

「

窺
う
」

の

意

で

あ

（

2
）

る

か

ら
、

こ

れ

が

写

本
の

欠
陥
や

誤
解
に

基
づ

く
も
の

で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

原
語
が

珍
巴
o
吋

冨゚
。

茜
霹

で

あ
っ

た

こ

と

を

示

唆
す
る

も
の

と

い

え
る

。

こ

れ

に

対
し

て

「

光
世
音
」

の

原

語
は

、

蒡

詞
σ

冨
−

δ

冨
−

°。

≦
鐔

と

推
定
さ

れ

る

が
、

こ

の

原
語
を
記
し

た

写
本
や
銘
文
は

、

ま
っ

た

く

発
見
さ

れ

て

い

な
い

。

こ

れ

に
つ

い

て

辛
嶋
氏
は

、

最
初
期
の

大
乗
仏

典
が
記
さ

れ

て

い

た

ガ

ン

ダ

ー

ラ

語
で

は

苺

と
σ

匿

の

区
別
が

な
く

、

西
北
イ
ン

ド

で

用
い

ら

れ

て

い

た
カ

ロ

ー

シ
ュ

テ
ィ

i
文
字
で

は

母
音

の

長

短
の

区

別
が

な
い

た

め
、

竺

法
護
が

を
巴
o

写
霧

菷
茜

を
〉
げ

莖
。
−

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
3）

写
β。

ψ

≦
冨

と

誤
解
し

た

も
の

と

考
え
て

い

る
。

　
い

っ

ぽ

う
「

観
自
在
」

の

初
出
は

、

玄
奘
の

新
訳

経
典
と

さ

れ
て

き

た
が

、

唐
初
に

活

躍
し

た

智
通
の

訳

経
に

も
見
ら
れ
る

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て
い

る
。

し

か

し

智
通
の

訳
経
活
動
は

玄
奘
の

そ
れ
と

重
な
っ

て

お

り
、

玄
奘
の

帰
朝

後、

智
通
が

、

そ
の

新
訳
語
を
採
用
し
た

可

能
性
が

強
い

。

こ

れ
に

対
し

て

筆
者
は

、

北
周
の

耶

舎
崛
多
訳
『

十
一

面

觀

世

音
祕
呪
經
』

（
大
正

Z
。

」
O
刈
O）

に

注
目

し

て

い

る
。

同

経
は

漢
訳
尊

名

と

し

て

は

観
世

音
を

採
用
し

て

い

る

が
、

陀

羅
尼
に

現
れ

る

音
写

字

「

阿

利

耶

跋

路

吉
帝

攝

婆

羅
耶
」

「

阿

利

耶

跋

路

吉

氏
攝

婆

羅

耶
」

　

　
　
　

　
　
　
（
4）

詞
峺
掣
巴
o

聾
o

珍
p
鼠

春

は
、

〉
＜

巴
。

写
訟
＜
p

鐔

を

支
持

し
て

い

る
Q

こ

の

事
実
か

ら
、

遅
く
と

も
六

世
紀
に
は

、

漢
土

に

も
た
ら

さ

れ
た

写
本
で

も

〉
＜

里
o

窪
o

珍
碧
p

と

綴
ら

れ

て

い

た
こ

と
、

し

か

し

漢

訳
尊

名
と

し

て

は
、

す
で

に

普
及
し

て

い

た

観
世
音
が

使
わ

れ

続
け
て

い

た
こ

と

が

推
測
で

き
る

。

三

　
支
謙

訳
『

維

摩
詰

経
』

に

お

け
る

菩
薩
名
の

訳
例

　
こ

の

問
題
を

考
え
る

上
で

、

筆
者
は

前
述
の

支
謙
訳

『

維
摩
詰
經
』

に

見
ら
れ

る

対
告
衆
の

列
挙
に

注

目
し

て

い

る
。

『

維

摩
詰
經
』

に

は

五

二

名
の

菩
薩
の

対

告
衆
が

列

挙
さ

れ

る

が
、

そ

こ

に

は

闡
音
の

他

に
、

法
自
在
と
い

う
菩
薩
が

挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

大

正
大

学
か

ら
刊
行

さ
れ

た

梵
文
テ

キ

ス

ト
に

よ

れ

ば
、

法

自
在
の

原

語
は

U
訂

詈
2
＜

碧
p

〔

5）

（

°・

こ

で

あ
り

、

他
の

漢
訳
・

チ
ベ

ッ

ト
訳
も
】
）

冨

§
熟

≦
蕁

を
支
持
し

て

い

る
。

〉

≦
δ

聾
訟
く

胄
9

と

O
富
募
房

≦
醤

は
、

と

も
に

前
分
が
ρ

で

終
わ

り
、

こ

れ
に

堅
9
霽

が
接

合
し

た

形
の

合
成
語
で

あ
る

。

こ

れ

が

た

と

え
ガ
ン

ダ

ー

ラ

語
の

よ

う
な

俗
語
に

転
訛
し

た

形
で

あ
っ

た

と
し

て

も
、

同
一

の

音

法
則
に

支

配
さ

れ

る

は

ず
で

あ
り

、

O
『
m

§
畠
く

慧

を

法
自
在
と

訳
し

た

支
謙
が

、

ど

う
し
て

〉

菷
δ

聾
訟
≦
鐔

を

閾
自

在

と

訳
さ

ず
、

闡
音
と

訳
し

た
の

か

と
い

う
疑

問
を

禁
じ

得
な
い

。

四

　
竺

法
護
訳
『

賢
劫
經
』

に
お

け
る

賢
劫
千

仏
名
の

訳
例

つ

ぎ
に

観
音
を

「

光
世
音
」

と

訳
し
た

、

竺

法
護
の

菩
薩
名
の

訳
例
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を

検
討

す
る

こ

と

に

し

た
い

。

こ

こ

で

サ
ン

プ

ル

に

し

た

の

は
、

『

賢

劫
經
』

（

大
正
Z
。°

お
 
）

に

お

け
る

賢
劫
千
仏
名
で

あ
る

。

な
お

同
経
の

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト

完

本
は

発
見
さ

れ

て

い

な
い

が
、

賢
劫

千
仏

名
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

6）

き
磐
量

σq

聾
冨

の

象
こ
ミ
ミ
き

§
貸

に

31
用

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

漢

訳
・

チ
ベ

ッ

ト

訳
だ

け
で

な

く
コ

ー

タ
ン

語
訳
も
あ
る

た

め
、

原
語
を

　

　

　

　

　

　

　

　

（

7）

ほ

ぼ

確
実
に

復
元
で

き
る

。

　

そ
こ

で

賢
劫
千

仏
名
の

う
ち

合
成

語
の

後
分
が
゜。

＜

母
四

と
圃
弥

≦
騫

に

な
っ

て
い

る

例
の

み

を
表
に

し
て

、

整
理
し

て

み

よ

う
。

　

表
で

は
、

左

欄
に

森
口

□

九
八

九
］

に
よ

る

賢
劫
千
仏
名
と

そ
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
8
）

番

号
、

中

欄
に

壽
＝
o

二
露
゜。

に

よ

る

賢

劫
千

仏
名
と

そ
の

番

号、

右

欄
に

田

久
保
［

一

九

七

五
］

に

よ
る

賢
劫
千
仏
名
の

コ

ー

タ

ン

語
訳
と

竺

法
護
訳

『

賢
劫
經
』

に

お

け
る
漢
訳
名
を
対
照
さ
せ

た
。

　

竺

法

護
は

、

一

仏
名
を

原

則
と

し

て

漢

字
三

字
で

翻

訳
し

て

い

る

が
、

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト
の
一

仏
名
が

、

竺
法
護
訳
で

は

漢
字
六

字
つ

ま

り
二

尊
名
に

対
応

し

て

い

る

箇
所
が

あ
る

。

ま
た

尊
名
の

欠

落
あ

る
い

は

他
の

尊
名
と
の

交
代
に

よ
っ

て

対
応
す
る

尊
名
が

見
い

だ

せ

な
い

も

の

は
、

「

対
応
な
し
」

と

表
記
し

た
。

　

表
の

よ

う
に

、

竺

法
護
は

合
成
語
の

後
分
が
・゚

＜
9
蕁

に

な
る

尊
名
で

は
、

「

音
」

「

響
」

「

聲
」

な
ど

を
用
い

、

剛
珍
舘
9

に

な

る

尊
名
で

は
「

自
在
」

「

豪
」

「

貴
」

な

ど

を

用
い

て
、

明
確
に

訳
し

分

け
て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

唯
一

の

例
外
は

、

隷
PO

ぎ
。゚

募

轟
蕁
（
清
除
音）

で

あ
る

が
、

こ

れ

も

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
9

）

ベ

ッ

ト

訳
で

は
αq

魯
虜
・゚

貯
昌

窓
、

コ

ー

タ

ン

語
訳
は

O
匿

琶
瑟
畠
田

、

観
音
の

語
源
再
考
（

田

　
中
）

表 賢劫千仏の うち尊名 が svara と iSvaraで終わ っ てい る例

5酬 σ 吻 m 砌 α F．Weller 田久保 竺法護訳
106Dh   e菖vara 105Dhamle 自vara Dhamle6varau 法自在

166 ＊Gandhe6vara 154Gandhe 忌vara Gandhe‘varau 香甚豪

196Dhara 皐i‘町 a 196Dharani 忌vara　　　　　「 Dh 血ani ．忌valau 總持豪

296Nande6vara 297Nande 忌vam Nandi ξvarau 猶自在

328Brahmasvara 329Brahmasvara ／Brahlne6varaBrr 盃  a−svarau 號梵音

394Madhusvara 394Madhusvarar勾a Madh 巳一svarau 音柔和

399Dhamle きvara 399Dhamle 自vara 対応な し 対応 な し

549Gu 皐aga 面itasvara 551Ga 匂itasvara GaOita−svarau 和音佛

628Susvara 630Susvara Susvarau 善音響

711Dh 風mle 糞varagiri 709Dhame6varagih 対応 な し 対応なし

720Amitasvara 720Amitasvara！A叫 tasvaraAm 噸 svarau 號無限音響佛

724Vi 衂 hasvara 724Vi 蝋 hasvaTa V面 stlla−svarau　　　　， 號極貴宣暢音

749Ghose 忌vara　　　， 749Ghose6vara／Ghosasvara　　　「 Ghadhita．svarau 清除音

755Dundubhimeghasvara755Dundubhimeghasvara DL叩 dubhi−megha −svarau 雷震吼雨音聲

764Vih 盃rasvara 764Y 唖 asvara Ya忌a．svarau 法祠音

765Jn 五血 e ‘vara 対応な し 対応 な し 対応なし

842Si 岫 asvara 841Silphasvara Simha−svarau 師子響

877Dha   e‘vara 875Dka   e6vara Dha   ikau 法所遊

920Dhamle6vara 919DhamLe ‘vara Dham1§≦varau 法貴佛

928Jagadi6vara 927Jagadi6vara Jagate忌varau 対応 な し

968Gaganasvara 967Gaganasvara Gagana−svarau 號盧空音響辭

974Ratnasvaragho寧a 973Ratnasvaraghosa 対応な し 対応 な し

985Vibhakt 融 跏 e6vara983Vibhakt   5nasvara Vibhaktaj煮鋤 ma −s血 au 邦伴慧 由自在
999Dr ¢hasvara 993Drdhasvara Drdha −svarau 其音強
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観
音
の

語
源
再
考
（

田

　
中）

『

佛
名
經
』

（
大
正
z
ρ

直
じ

は
「

般
陀
音
」

、

『

現
在
賢
劫
千
佛
名
經
』

（
大

正

zp

濠
刈）

は

「

槃
陀
音
」

と
、

何
れ

も
音
に

関
係
す
る

訳

語

を

用
い

て

い

る

か

ら
、

竺

法
護
訳
の

原
語
は

後

分
が
 

＜

碧
 

で

あ
っ

た

可

能

性

が

高
い

Q

　

竺
法
護
は

、

訳

経
に

当
た
っ

て

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト
の

語
義
を

誤

解
し

た

り
、

合
成
語
の

分
析
を
誤
る

こ

と

が

多
い

と
い

わ

れ
、

賢
劫
千

仏

名

で

も
、

そ
の

好
例
を
見
る
こ

と

が
で

き
る

。

し
か

し
合
成
語
の

後

分
が

。。

〈

母
 

と

膩

≦
鐔

に

な
っ

て

い

る

例
に

関

し

て

は
、

ほ

ぼ

正

確
に

訳
し

分

け
て

い

る

こ

と

が

分
か
っ

た
。

し

た
が
っ

て

彼
の

用
い

た

原

本
が

》
ぐ

匿
o

聾
融

話
蕁

あ
る

い

は
、

そ

の

俗
語

形
で

記
さ

れ

て

い

た
と

す
る

な
ら

、

少
な
く
と

も
「

光
世
音
」

と

は

訳
さ

れ

な

か
っ

た

と
思
わ

れ

る
。

五

　
『

平
等
覺
經
』

と
『

大
阿
彌
陀
經
」

に

見
ら

れ
る

音
写
字

　
つ

ぎ
に

「

無

量

壽
經
』

の

古
訳

に

見
ら
れ

る

音
写
字
「

廬
樓
亘
」

「

蓋

樓
亘
」

に
つ

い

て

検

討
し

て

み

よ

う
。

な
お

辛

嶋
氏

は
、

「

廬
樓
亘
」

に
つ

い

て

「

こ

の

音
写
か

ら

は

を
巴
o
：
°。

〈

穹

と
い

う
原
語
が

推
定
さ

れ

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

10）

ま

す
が

、

正

確
な

原
語
の

形
を
復
元
す
る
こ

と

は

不
可
能
で

す
」

と

述

べ
、

こ

れ

以

上

の

考
察
を
行
っ

て

い

な
い

。

こ

れ

は

辛
嶋
氏
の

他
稿
に

も

当
て

は

ま

る

が
、

氏
は

後
漢
か
ら
三

国
時
代
ま

で

の

漢
字
音
写
に
つ

い

て
、

∩
o
げ

ぎ
一

〇

〇。

ω

を

参
照
し

て

い

る
。

と
こ

ろ

が
Oo

窪
口

に

よ

る

後
漢
の

漢
字
音
は

、

隋
唐
時
代
の

漢
字
音
（
中
古
音
）

に

若
干
の

変
更
を

加
え
た

も
の

に

過
ぎ
ず

、

筆
者
は
そ
の

復
元
に

疑
問
を

感
じ
て

い

る
。

四

　
こ

れ

に

対
し

て

水
谷

真
成

博
士
は

、

漢
訳
仏
典
に

見
ら

れ

る

音
写
字

の

分
析
を
通
し

て
、

後
漢
か

ら

南
北

朝
に

か

け
て

上

古
音
が

中
古
音
に

移
行

す
る

過
程
を

考
察
し

た
。

と

く
に

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト
の

漢
字
音
写

で

問

題
に

な
る

の

は
、

陰

類
の

語
末
子
音
が
い

つ

頃

消
失
し

た

の

か

と

い

う
問
題
で

あ
る

が
、

現
在
の

と
こ

ろ

確
定
的
な

結

論
は

得
ら

れ

て

い

な
い

。

し
か

し

竺

法
護
・

羅
什
は

と

も

か

く
、

支
婁
迦
讖
・

支
謙
ら

三

国
時

代
ま
で

の

訳
経
家
の

漢
字
音
写
に

は
、

上

古
音
の

残
滓
が
あ
っ

た

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（
H）

と

考
え
た

方
が

合
理

的
な
例
が

存
在
す
る

。

そ
こ

で

参
考
の

た

め
、

本

稿
で

は

↓
の

上

に

上

古

音
・

下
に

中
古
音
の

ロ

ー

マ

字

化
を

配
し
た

。

（

ロ

ー

マ

字
表
記
は

董
同

餅

口

九

四
四
］

を

参
照
し
た

）

　
上

述
の

「

廬
樓
亘
」

の

「

廬
」

は
（
曾

↓
ゆ
唱）

で

あ
る

の

に

対
し

て
、

「

蓋
」

は
（
惹
q

↓
片

巴

で

あ
る

か

ら
、

一

般

に

「

蓋

樓
亘
」

は

「

廬
樓

亘
」

の

誤

記
と

見
な

さ

れ
て

い

る
。

つ

ぎ

の

「

樓
」

は
（

詩
↓

曹
）

で

あ
る

。

辛
嶋
氏
は

後
漢

代
に

は

陰
類
語
末
子
音
が

消
滅
し
て

い

た
と

す
る

Oo
げ

ぎ
に

従
っ

て

髫
ぎ
：
°・

＜

舘

と

復

元
し

た

が
、

語
末

子

音
が

残
存
し

て

い

た

な
ら

、

豸
巴
o
閃

あ
る

い

は

〉
＜

巴
。

臣

と

読
む

こ

と
が

可

能
に

な

る
。

そ
し

て
一

番
問
題
と

な
る

の

が
、

最
後
の

コ
旦
」

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

問
題
と

な
る
ψ

＜

贄
”

と
詠

奉
鐔

の

区
別
に

つ

い

て

考
え
る

と
、

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

の
、、

°。

9 ．．

に

対
応

す
る

子

音
は

、

中

国

語
音

韻

学
で

は

歯
頭

音
の

「

心

母
」

と

呼
ば

れ

る
。

こ

れ

に

対
し
て
、．

鐙．．

に

対
応

す
る

子
音
は

、

正

歯
音
の

「

審
母
」

で

あ
る

。

つ

ま
り
審
母
と

同
じ

子

音
を

も
つ

音

写
字
は

、

診

で

あ

る

可
能

性
が

高
い

。

例
を

挙
げ
る

と
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「

輸
婆
迦
羅
」

詮
宴
興
碧
9

、

「

舎
利

弗
」

紛
暑
鼻
冨

、

前
述
の

「

阿

利
耶

跋
路
吉
域
攝
婆
羅
耶
」

の

「

輸
」

「

舎
」

「

攝
」

は
、

み

な
審
母
に

属
し

て

い

る
。

た

だ

し

漢

字
は

象
形

文

字
か

ら

発
展
し

た

表

意
文

字
な

の

で
、

漢
語
と

し

て

有
意
義
な
音
節
以
外
は

文
字
と

な
ら

な
か
っ

た
。

し

た

が
っ

て

す
べ

て

の

子
音
と

母
音
の

組
み

合
わ

せ

が
、

漢
字
と
し

て

存

在
す
る

訳
で

は

な
い

。

そ
こ

で

経
典
の

漢
訳
者
は

、

漢
語
に

存
在
し

な

い

外

国
語

音
を
ど

の

よ

う
に

表
記

す
る

か

に

腐
心
す

る

こ

と

に

な
っ

た
。

　
こ

こ

で

問
題
と

な

る

コ

旦
」

の

音
価
は

、

（

°・

冒
警

↓
°・

窘
似

巳

で
、

子

音
は

心
母
と

な
る

。

と
こ

ろ

が

母

音
に

は

イ
の

拗
音
が

含

ま
れ

て

い

る
。

こ

の

場

合
、

日

本
で

も

沿

を

「

シ

ャ
」

と

表
記

す
る

よ

う
に

、

鐙

を

音
写

す
る
こ

と

も

可
能
に

な

る
。

な
お

辛
嶋
氏

が
、

コ
旦
」

の

音

価
と

し

て
゜ ・

＜

舘

を

想
定
し
た

の

は
、

『

平
等
覺
經
』

と

『

大
阿

彌
陀
經
』

で
、

世
自
在
王

仏
鬥
o

冨
珍
舘
9
（

昼
薗）

が

「

樓

夷
亘
羅
」

と

音
写
さ
れ

た

た

め

で

あ
る

。

こ

の

例
で

は
、

「

亘
」

が

宥
四

の

音

写
と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

る
。

た
だ

し

コ

旦
」

の

音
価
は

、

。・
凶

≦

諄

で

あ
っ

て
。゚

暑
碧

で

は

な
い

。

上

古
音
に

は
、

多

く
の

学
者
が

語
末
子
音
、．

「 ．．

を

想
定
す
る

「

歌
部
」

碧

が
あ
る

が
、

声
母
が
審
母
で

韻
母
が

歌
部
の

合
口

音
（

壽
吋
）

の

字
は

存

在
し

な
い

た

め
、

「

亘
」

が

用
い

ら
れ

、

次
の

「

羅
」

と

連

続
す
る

こ

と

で

陰
帥

冨

を

表
記

し

た

と

思
わ

れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

『

無
量

壽
經
』

の

古
訳
に

見
ら

れ

る

音
写

字
「

廬
樓

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
12
）

亘
」

か

ら

は
、

聾

を
巴

臭
器
く

舘
薗

あ
る
い

は
菅

〉
＜

巴
o

ざ
宥
舘
9

な

る

語

形

観
音
の

語
源
再
考
（

田

　
中）

が

予
想
さ

れ
る

が
、

合
成
語
の

後
分
が
白・

＜
p

冨

と
同

珍
母
”

の

何
れ
で

あ
つ

た

の

か

は

確

定
で

き
な

い
。

た

だ

し
菅

を
巴
。

臣゚
。

＜

碧
帥

な

る

語

形

が
、

竺

法

護
の

「

光
世
音
」

の

原
語
を

示
唆
す
る
こ

と

は

注
目
に

値
す
る

。

六

　
観
音
の

語
義

　

観

音

な
9

δ

寮
器
く

§
の

語
義
に

つ

い

て

辛
嶋
氏
は

、

「

普
門
品
」

長

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
13）

行
の

「

觀
世
音
菩
薩
即
時
觀
其
音
聲
皆
得

解
脱
」

を

挙
げ
る

が
、

斎
藤

氏

が

指

摘
し

た

よ

う
に

「

觀
其

音

聲
」

の

句
は
、

羅

什
訳
に

近
い

カ

シ

ュ

ガ

ル

本
を

含
め

て

梵

本
に

は
昌

畧
薗

自
o

閤
桓
い

B
ロ

置
ψ

（

名
号

を
聴

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

（
14）

聞
す
れ

ば
）

と

あ
る

ば

か

り
で

見
出
せ

な
い

。

い

っ

ぽ

う
「

普
門

品
」

偈
に

見
え

る

「

妙
音

觀
世
音

梵
音
海

潮
音

勝

彼
世
問

音

是

故
須
常

念
」

目
o

σq

匿
。・

＜

§
自
巳
暮
募
く
。

δ

琶

§
舘
鐔
αq

且
羅
げ

霞

ぎ
舘
昜
く

§
芟
9・

〈

甲

黠

巨
程
α

巴
゜

冨
蕁
目

昼
鴨
部
廿

゜。

ヨ
贄
眉
qo

巽
90

匹
8
協

苺
冨

冥

は
、

対

応

す

る

梵
文

が

ネ
パ

ー

ル

系
・

中

央
ア

ジ

ア

系

写

本
と

も
に

認
め

ら

れ
、

「

普
門
品
」

偈
の

成
立
が

長
行
よ

り
遅

れ

た

と

し

て

も
、

観
音
の

尊
名

が
゜・

蠢
蕁

で

終
わ
っ

て

い

た
一

時
期
を

想
定
し
な

け
れ

ば
、

意

味
不
明

に

な
っ

て

し

ま
う

。

　

辛
嶋
氏
は

、

尊
名
の

後
分

が
。゚

＜

舘
9

で

あ
っ

た

も
の

が
、

時
代
と

共

に

詠

≦
富

に

代
わ
っ

た

例
と

し

て
、

『

法
華

經
』

梵
本
に

見
え
る

ζ
o
−

　
　

　
　
　

　
　
　
（
15
）

αQ70

協

話
霽

の

例
を

挙
げ
る

が
、

こ

れ

は

前
述
の

賢
劫
千
仏
の

置
Φ゜
O
げ

♀

朋

鼠
話
冨
（

清
除
音
）

の

例
に

符
合
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

尊
名
の

後

分
の
白・

話
蕁

が
同
珍
ε・

霹

に

変
化
し

た

例
は

多
数

指
摘
す
る

こ

と

が

で

き

五
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観
音
の

語
源
再
考
（

田

　
中）

る

が
、

そ
の

逆
は

管
見
の

及
ぶ

か

ぎ

り
で

は
、

ほ

と

ん

ど

な

く、

存
在

し
た

と

し
て

も
少
数
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

。

さ

ら
に

辛
嶋
氏
は

、

〉
＜

甲

δ
閃

冨゚
。

奉
鑓

の

語

源
と

し

て

「

念
を

観

察
す
る
」

柴

を
o
δ

察
靄
ヨ
贄
。

を

指
摘

す
る

が
、

こ

の

語
形
は

、

写
本
・

銘
文
等
で

確
認
さ

れ

た

も

の

で

は

な
い

。

ま
た

上

述
の

よ

う
に

、

よ

り

古
い

語
形
と

し

て
菅

を
曽

δ

冨

゜。

〈

母
9

あ
る

い

は
苦

〉
＜

巴
o

器
偽

≦
鐔

を

示
唆
す
る

音
写
字
「

廬
樓
亘
」

が

あ
る

た

め
、

再

検
討
が

必
要
と

思
わ

れ

る
。

　
い

っ

ぽ

う
斎

藤

氏
は
、

〉
＜

巴
o

察
訟
く
9

髯

が

二

〜
三

世

紀
に

使

用
さ

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
16
）

れ

て

い

た

証
拠
と

し

て
、

Z
摺
鋤

ユ
ロ

蠧
の

吻

§
ミ
簿
萪

這
O

を

挙
げ
る

が
、

こ

れ

は

ネ
パ

ー
ル

系
写
本
の

読
み
で

あ

る
。

黥

ミ
、

罫
§

は

韻

文
な
の

で
、

〉

≦
δ

写
訟
轟
罠

と

を
p

δ

写
讒
苺
蕁

に

韻
律
上

の

差
異
が

あ
れ
ば

、

〉

≦
ざ

匠
ε
陰
穹
四

が

当
初
か

ら

そ

の

よ

う
に

綴
ら

れ

て

い

た

の

か

を

判

定
す
る

決
定
的
証
拠
と

な

り

え
た

が
、

残
念
な

が

ら

両
者
に

は
、

音
節

数
・

韻
律
上

の

長
短
の

両

面
に

お
い

て

差

異
が

な
い

。

　

ま
た

斎
藤

氏
が

指

摘
し

た
マ

ト
ゥ

ラ

i
碑

文
に

現
れ

る

回
蔓

響
巴

 

≦
 

い

毒
蕁

や
bU
圈
く
p
≦
〈
o

冨

に

よ

る

〉
〈

巴
o

呑
o

鐙

の

用

例

は
、

〉
〈

巴
o
−

察
融
く
p

冨

が

常
套
的
に

現
れ

る

ギ
ル

ギ
ッ

ト

写
本
と

同
時
代
の

五

〜

六

世

紀
ま
で

下

が

る

た

め
、

何
れ

も
決

定
的
証
拠
と

は

な
り
得
な
い

。

七

　
梵
天

勧
請
と

観
音

　
さ

ら

に

斎
藤
［

二

〇

三
］

は
、

さ
評

箏
毳
ミ

や
ト

ミ
馬

ミ

募
ミ

ミ

等
に

見
ら

れ

る

梵
天

勧
請
と

ブ
ッ

ダ

の

説
法
の

決
意
と
い

う
説
話
を
観
音
信

一［，
ノ X

仰
に

結
び
つ

け
る

が
、

筆
者
に

は

あ
ま

り
に

も
唐
突
に

思
わ

れ

る
。

　

す
で

に

谷
川

泰
教
氏

が

詳
細
に

論
じ

て

い

る

が
、

貯
ミ
ミ 
財

ミ
言

で

梵
天

勧
請
と

ブ
ッ

ダ

の

説
法
の

決
意
を

象
徴
す
る

菩
薩
は

、

観
音
で

は

な

く

纔
発

心

転

法
輪
Q。
口

匿
。

葺
06

翌
巴
冨

自
9
。

皆
四

窟
巽
畏
ヨ

で

あ
る

。

纔
発

心

転
法
輪
は

、

そ
の

後
も
多
く
の

大
乗
仏
典
に

登

場
し

、

最
終
的

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
17）

に

は

金
剛

界
曼
荼
羅
の

金

剛
因
菩
薩
に

ま
で

発
展
す
る

。

こ

れ

に

対
し

て

観

音
は

、

説
出

世

部
に

属

す
る

さ
爵
〈

毳
ミ

は

も

と

よ

り、

貯
ミ
や

ミ
ヒ

ミ
ミ

の

全

篇
を
通
じ

て

も
一

度
も
登
場
し
て

い

な
い

。

　

斎
藤
氏
は

、

ト
ミ

ミ
ミ
睦
亀

ミ

に

お
い

て
、

ブ
ッ

ダ

が

梵
天

勧
請
の

後
、

仏
眼
を
も
っ

て

「

世
間
を

観
察
」

頃
碧
90

冨
《

き

し

た

と
い

う
記
述

に

注
目

し
、

こ

れ

を

観

察
す
る

こ

と

が

自

在
な

る

者
〉

苺
δ

写
訟
く

§
と

結
び
つ

け
る

。

し

か

し
こ

の

後
、

ブ
ッ

ダ

が

初

転
法
輪
の

対
象
と

し
て

考
察
し
た

の

は
、

ウ

ド

ラ

カ
・

ラ

ー
マ

プ

ト

ラ

や

ア

ー

ラ

ー

ラ
．

カ

ー

ラ
ー

マ

そ
し
て

ブ
ッ

ダ

と

修
行
を

共
に

し

た

五

比

丘

な
ど

、

解
脱
を
求

め

る

修
行
者
で

あ
り

、

観
音
の

救
済
対
象
と

な

る

凡
夫
で

は

な
い

。

　

仏

が

仏

眼

あ

る

い

は

天

眼

を

も

っ

て

世

間

を
「

観

察

す
る
」

く

巻
く

巴
o

冨
ぢ
ユ

と

い

う

表

現

は

複

数

の

大

乗

仏

典

に

見

ら

れ
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
18）

『

二

万
五

千

頌
般
若

経
』

で

は
一

〇

例
が

確
認
で

き
る

。

こ

の

う
ち

八

例

は
、

『

現
観
荘
厳

論
』

に

基
づ

く
分

科
で

法
身
の

衆
生

救

済
の

事
業

螽
昏
轟

を

説
く
部
分
に

集
中
し
て
お

り
、

菩
薩
が

六

道
の

衆
生
を
救
済

す
る
こ

と

を

説
く
の

で
、

観
音
と
全
く
無

関
係
と

は
い

え
な
い

が
、

そ

の

主

体
は

菩
薩
一

般
で

あ

り
、

観
音
と

は

特

定
さ

れ
て

い

な
い

。

黥
ミ
黛
−
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く馬
蔑
匙

ミ

と

は

異
な

り
、

『

二

万
五

千
頌

般
若
経
』

は

観
音
を

対
告
衆
に

列
し
て

い

る
。

し

か

し
本
文
に

お
い

て

観
音
が

活
躍
す
る
こ

と

は

全
く

な
く

、

対
告
衆
に

見
え
る

観
音
の

名
は

、

他
の

大
乗
仏
典
か

ら

取
り

入

れ
ら
れ
た

も
の

と

思

わ

れ
る

。

　

現
在
の

と
こ

ろ

観
音
と

藁
偉。

話
「

o

冨
ぢ
怠

を
明

確
に

結
び
つ

け
る
の

は
、

斎
藤
氏
が

指
摘
し

た

『

般
若
心
經
』

の

「

觀
自
在
菩
薩

。

行
深
般

若
波

羅
蜜
多
時

。

照
見
五

蘊

皆
空
」

の

「

照

見
」

藁
9

話
δ

冨
閤
ユ

を
除
い

て

は

見
い

だ

せ

な
い

。

な
お
一

切
を
見
通
す
仏
眼
の

働
き
は

、

後
に

尊
格

化
さ

れ
て

仏

眼

仏

母
ゆ

巳
α

夛
δ
。

き
倒

と

な

り
、

我
が

国
で

も
高

山

寺

の

明
恵
が

熱
心
に

信
仰
し

た
こ

と

が

知
ら
れ

て

い

る
。

し

か

し

仏

眼

は

仏

部
の

部
母
で

あ
り

、

観
音
と

は
全
く
別
の

女
性
尊
で

あ
る

。

　

さ

ら
に

斎
藤

氏
は

、

梵
天

と

観
音
の

図

像
の

類

似
性
を

指

摘
す
る

が
、

ガ
ン

ダ
ー

ラ

彫
刻
に

お

け
る

梵
天

勧

請
は

、

ブ
ッ

ダ
の

左

右
に

梵

天
・

帝
釈
天
が

侍
立

あ
る
い

は
跪
座
し

、

合
掌

す
る

と
い

う
構
図
で

あ

る
。

　

後
の

チ
ベ

ッ

ト
の

仏
説
法
図
で

は
、

梵
天

が

法
輪

、

帝
釈
天

が

法
螺

と
い

う
説
法
の

象
徴
を
捧
持
し

、

ブ
ッ

ダ

に

説
法
を
勧
請
し

た
こ

と

を

　
（

19）

示
す

が
、

ト

ミ
激

ミ
馬

吻

ミ
ミ

で

は
、

初

転

法
輪
に

先
立
っ

て

ブ

ッ

ダ

に

法

輪
を
献
じ
る

と

い

う

役
割
は

、

前
述
の

纔
発
心

転
法
輪
に

与
え

ら

れ

て

い

る
。

い

っ

ぽ

う
梵
天

相
観
音
は
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

プ

ラ
フ

マ

ー

像
に

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

20）

似
た

四
臂
像
で

、

そ
の

持
物
に

法
輪
が

含
ま
れ

る
こ

と

は

な
い

。

観
音

の

持
物
と
し
て

の

法
輪
は

如
意
輪

観
音
な

ど

に

限

ら

れ
、

こ

れ

も
説
法

観
音
の

語
源
再
考
（
田
　
中
）

の

勧
請
者
で

は

な

く
、

る
。

八

　
ま
と
め

転
輪
聖
王

を

意
味
す
る

も
の

と

考
え
ら
れ

て

い

　
以

上

の

考

察
を
ま
と
め

て

み
よ

う
。

大
乗
仏

教
を

代

表
す
る

菩

薩
、

観

音
は

「

音
を

観
察
す
る
」

あ
る

い

は

「

世
間
の

音
を

観
察
す
る
」

と

い

う
不
可

解
な

漢
訳

尊
名
を

有
し

て
い

た
。

こ

れ

に

つ

い

て

玄
奘
は

、

従

来
の

訳
は

誤

訳
で

あ
る

と

し

て

「

観
自

在
」

〉
＜

巴
。

匹
け

訟
≦
蕁

の

訳

語
を

採
用
し

、

現
存
す
る

ほ

と

ん

ど

の

梵
語
写
本
も

、

こ

の

読
み

を

支

持
し

て

い

る
。

と
こ

ろ

が

中
央
ア

ジ

ア

系
の

古
写
本
か

ら
「

音
を

観
察

す
る
」

に

対

応

す

る

〉
＜
釦

δ

匹
冨
゜・

＜

§
が

見

出

さ

れ
、

現

在

ま

で

に

一

〇

例
ほ

ど

が

確
認
さ

れ
て

い

る
。

　
こ

の

問
題
に

関
す
る

斎
藤
・

辛
嶋
両
氏
の

見
解
の

相
違
は

、

大
乗
仏

典

の

成
立

に

関
す
る
立

場
の

違
い

に

起
因
し

て

い

る
。

辛
嶋
氏
は

、

大

乗
仏

典
の

原
語
は

正
則
サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

で

は

な

く
、

中
世
イ
ン

ド

語

が

徐
々

に

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

化
す
る
こ

と

で

梵
語
大
乗
仏
典
が

成
立

し

た

と

考
え
る

。

こ

れ
に

対
し

て

斎
藤
氏
は

、

玄

奘
『

大
唐
西
域
記
』

や

玄
応

『

一

切
經

音

義
』

の

記
述
を

踏
ま
え
、

旧

訳
の

誤

訳
は

原

本
と

な
っ

た

中
央
ア

ジ

ア

系
写
本
の

不
正

確
さ

に

起
因
す
る

と

解
釈
す
る

。

　

幅
田

裕
美

氏
は

、

『

大
乘
浬
槃

經
』

の

中

央
ア

ジ

ア

系
梵
本
の

校
訂

を

通

し

て
、

そ
の

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

が
、

写
本
の

年
代
が
下
が
る

に
つ

れ

て

正

則
文
法
に

近
づ

く
と
い

う
経
験
則
を

発
見
し
た

。

こ

れ
は

辛

嶋

七
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観
音
の

語
源
再

考
（
田

　
中）

説
を

裏
づ

け
る

も
の

と

い

え
る

。

　

そ

し
て

五

世
紀
に

エ

フ

タ
ル

の

侵
入
を

受
け
て

、

シ

ル

ク
ロ

ー

ド

の

仏
教
に

絶
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
タ

キ

シ

ラ

の

仏
教
大

学
が

衰
え
、

イ

ン

ド

古
典
文
化
の

保
護
者
を
自
任
す
る

グ

プ

タ

朝
に

よ

っ

て

ナ

ー

ラ

ン

ダ

ー

僧
院
が

創
建
さ

れ

る
と

、

仏
典
の

正

則
文
法
化
は

、

さ

ら

に

進
展

し

た

と

考
え

ら

れ

る
。

そ
の

ナ
ー

ラ

ン

ダ

ー

で

学
ん
だ

玄
奘
が

、

旅

行

の

途
次
で

中
央
ア

ジ

ア

系
の

古
写
本
を

目

に

し

た

な

ら
、

不

正

確
き

わ

ま
り
な
い

も
の

に

映
っ

た

こ

と

は

想
像
に

難
く
な
い

。

玄
応
は

、

シ

ル

ク
ロ

ー

ド

を

旅
し

た

こ

と
は

な
か
っ

た

が
、

玄

奘
と

ほ

ぼ

同
時
期
に

大

慈
恩

寺
で

訳

経
に

従
事
し
て

お

り
、

中
央
ア

ジ

ア

系
写

本
で

は

〉

話
−

δ

窪
o

雪
鴛
p

が

髫
巴
o
『

富
の

く
 

富

と

綴
ら

れ

て

い

た

と
の

情
報
も

、

玄
奘

経
由
で

得
た

と

推
測
さ

れ

る
。

し

か

し
こ

の

よ

う
な
一

見
不
正

確
な

写

本
に
こ

そ
、

西
北
イ
ン

ド

で

成
立
し
た

古
形
が

保
存
さ

れ

て

い

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

本

稿
で

は
、

原

語
が

知
ら

れ

て

い

る

菩
薩
名
の

漢
訳
例
を

調
査
し

、

羅
什
以

前
の

訳

者
が

、

合
成

語
の

後
分
が
゜・

＜

碧
9

と
H

珍
舞
 

に

な
っ

て

い

る

固
有
名
詞
を

、

ほ

ぼ

正

確
に

訳
し

分
け
て

い

た
こ

と

を

突
き
止

め

た
。

　
こ

の

方
法
は

、

写
本
の

言
語
が

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

な
の

か

ガ
ン

ダ

ー

ラ

語

等
の

中
世
イ
ン

ド

語
で

あ
っ

た

の

か
、

文
字
が

プ
ロ

ト
・

シ

ャ

ー

ラ

ダ

等
の

ブ

ラ

フ

ミ

ー

系
な
の

か
カ

ロ

ー

シ
ュ

テ

ィ

ー

で

あ
っ

た

の

か

等
の

困
難
な

問
題
を

飛
び

越

え
て

、

一

定
の

結
論
を

得
る
こ

と

が

で

き

入

る

点
で

実
践

的
で

あ
る

と

思
わ

れ
る

。

　
そ

し

て

そ
の

結
果
は

、

辛
嶋
説
に

有
利
な
も

の

と

な
っ

た
。

た

だ

し

本
稿
で

指
摘
し
た

よ

う
に

、

辛
嶋
氏
は

後
漢
時
代
に

は

陰
類
語
末
子
音

が

消
滅
し

て

い

た

と

考
え
る

O
。

げ

ぎ

に

よ

る

た

め
、

い

く
つ

か

の

原

語
の

復
元
に

失
敗
し
て

い

る
よ

う
に

思
わ

れ

る
。

ま
た

「

廬

樓
亘
」

が

示
唆
す

る
暑

を
巴
o

訂゚
・

〈

母
四

あ
る

い

は
幹

〉
＜

巴
o

冨
 

囂
は

、

辛

嶋
氏
が

提
唱

す
る
蒡

を
巴

鼻
ぎ゚
。

旨
帥

罠

起

源

説
に

も

反
す
る

の

で
、

こ

の

点
に

つ

い

て

は

再
検
討
が

必
要
で

あ
る
と

思
わ

れ
る

。

　

斎
藤
氏
が

指
摘
し
た

梵
天
勧
請
や

ブ
ッ

ダ

の

世
間
観
察
は

、

仏

教
の

教

理
上

は

重

要
な

ト

ピ

ッ

ク

だ

が
、

教
理

上
重

要
な

観
念
の

尊
格

化

が
、

必

ず
し

も
民

衆
レ

ベ

ル

で

信
仰
を
集
め

る

と

は

限
ら

な
い

。

そ

れ

は

本

稿
で

紹
介
し
た

纔
発
心
転
法
輪
や

仏
眼
仏
母
が

、

観
音
の

よ

う
な

信
仰

を

受
け

な
か
っ

た

こ

と

か

ら
も
推
測
さ
れ

る
。

　
観

音
信
仰
の

起
源
を

知
る

た

め

に

は
、

大
乗
仏
教
興
起
時
代
の

イ
ン

ド

に

お

け

る

社
会
・

言
語
・

文
化

・

政
治
情
勢
等
に

ま
た

が

る
、

よ

り

広
い

視
野

が

必
要
に

な
る

と

思
わ

れ

る
。

1
　
現

在
で

は

両
者
の

訳
出

順
序
は

逆
で

あ

る
と

す

る

説
が

有
力
に

な
っ

て

　
い

る
。

2
　
諸
橋

『

大

漢
和

辭
典
』

巻
十
一

（

大
修
館

書

店
）

、

七

八

〇

に

よ

れ

　

ば
、

「

闖
」

は

「

闡
」

の

偽
字

。

3
　
辛
嶋
［
二

〇

＝
二

］

五

四
三

ー
五
四

四
。

4
　
大
正
二

〇
、

一

五
〇

上
。
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5
　
大
正

大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
［

二

〇
〇

四
］

、

入
。

6
　
森
口

［
一

九

八
九
］

。

7
　
田

久
保
［

一

九
七

五
］

。

8
　

壽
濠
二
 
b。
°。°

な

お

壽
幕
H

の

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

尊

名
は

、

清
朝
時

代

　

に

編
集
さ
れ

た

満
漢
梵
蔵
蒙
合
壁

の

二

次
資
料
に

依
っ

て

お

り
、

梵
本

　

を

参
照
し

た

も
の

で
は

な
い

。

9
　
田

久
保
［

一

九

七

五
］

、

一

五
一

。

10
　
辛
嶋
［

二

〇

＝
二
］

、

五

四
三

。

11
　
水
谷
［

一

九

六

七
］
。

水
谷

博
士
は

、

去
声
字
に
つ

い

て

陰

類

語
末
子

　

音
残
存
の

可

能

性
を

指
摘
し
た

が
、

現
在
で

は

平
声
・

上

声
に

も
語
末

　

子
音
を
想
定
す
る

見
解
が
一

般
的
に

な
っ

て

い

る
。

12
　
入

声
終

声
や

陰

類
語
末
子

音
の

後
に
は

、

．、
m ．、

を

補

う
の

が
一

般
的
で

　

あ

る

が
、

「

阿

差

末
」

≧【
招
巻
目
帥
二

の

よ

う
に

入

声
終

声
の

後
に
。．
一、、

が

　

入
る

例
も
あ
る

。

13
　
辛
嶋
［

二

〇

＝
二
］

、

五

四

七

−
五

四
八

。

14
　

斎
藤
［

二

〇
一

三
］

、

　一

八

五

−
一

八
七

。

15
　
辛
嶋
［

二

〇

＝
二
］

、

五

四

五
。

16
　

斎
藤
［

二

〇
一
一
凵

、

七

−
八

。

17
　
谷

川
［

一

九

九
九
］

。

18
　
丕
ヨ

舞

島
08

、
曽

枩
巨
日
帥

一

〇

8吻
一

し。

評

丙

巨
轟

島
08

°
虧

や
輿

19
　
代
表
的
な

例
と

し
て

は
、

デ
ル

ゲ

版
仏
伝
図
九

幅
セ

ッ

ト

白
ユ
N

践
唱

。゚

　
α

贈
岳

畧

の

本

尊
タ
ン

カ

と

転
法
輪
の

幅
が

挙
げ
ら
れ

る
。

20
　
田

中
［
一

九

九
三
］
、

四

八

−
四

九
。

〈

文
献
表
〉

辛
嶋

静
志
「

法

華
経
の

文

献
学
的

研
究
（
二
）

　
　

観

音

髫
臼

δ

窪
羽
く

碧
p

　
の

語

義
解
釈

ー
」

『

創

価
大
学

国

際
仏

教
学

高
等

研

究
所
・

年
報
』

観
音
の

語
源
再
考
（
田
　
中

）

　
一

九

九
九

。

辛
嶋
静
志
「

阿
弥
陀
・

観
音
・

般

若
経

ー
大
乗
仏

教
と
ガ

ン

ダ

ー

ラ

f
」

　

宮
治
昭
編

『

ガ
ン

ダ
ー

ラ

美
術
の

資
料
集
成
と

そ
の

統
合
的
研
究
』

平
成

　
20
年
度
〜

平

成
24
年
度

科
学
研

究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（

A
）

報
告
書

　

≦
厂

『

二

〇
一

三
。

斎
藤
明
「

観
音
（

観
自
在
）

と

梵
天

勧
請
」

『

東
方
学
』

一

二

二
、

二

〇
一
一

。

斎
藤
明
「

観
音
（
観
自
在
）

と

『

観
音

経
』

」

「

伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念

論

　

文
集
・

法
華
文
化
と

関
係
諸
文
化
の

研
究
』

山
喜
房
佛
書
林

、

二

〇

＝
二

。

大
正

大

学
綜
合
佛
教

研
究
所
『

梵
蔵
漢
対
照
『

維
摩
經
』

『

智
光
明
莊
嚴
經
』

』

　
大
正

大
学
出

版
会

、

二

〇

〇
四

。

田
久
保
周
譽
『

敦
煌
出
土

于

闌
語
秘
密
経
典
集
の

研
究
』

春
秋
社

、

一

九
七
五

。

田

中
公

明
「

イ
ン

ド

に

お

け
る

変

化
観
音
の

成
立

と

展
開

ー
い

わ
ゆ

る
四

　
臂
観
音
の

解

釈
を

中
心

に
し

て

　
　
」

『

美
術
史
』

　
＝

三
二

、

一

九

九
三

。

谷
川

泰
教
「

纔
発
心
転
法
輪
菩
薩
考
」

『

密
教

文
化
』

二

〇
二

、

一

九

九
九

。

董
同

餅

『

上

古
音
韻
表
稿
』

中

央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所

、

一

九
四
四

。

水
谷
真
成
「

上

中
古
音
の

問
に

お

け

る

音
韻
史
上
の

諸
問

題
」

『

中
国
文
化

　
叢
書
−

言
語
』

大
修
館
書
店

、

一

九

六
七

。

森
口

光
俊
「

＜

嘗
四

自
 

喜
接

畧
巷
曾
δ
℃

碚
貯
四

。。

m

ミ
霎
畳
。

臼
葛

梵
文
テ
キ
ス

　
ト

補
欠

ー
新
出

写
本
・

蔵
・

漢

対
照
一

賢
劫

千
仏
名
を

中
心
と

し
て

　

ー
」

『

智
山
学
報
一

三

八
、

一

九

八
九

。

O
。

げ一
旦

≦
。。

。

g
劉

」

窓
竃

§
。

簿

9
向

襃
恥

ヨ

蕁
嵩

智
§
気

O
、

。

旨

舞
＝

8
σq

　
囚

雲
α。冖

〇

三
ロ
o
。。

o

ご
巳
く
 

邑
受

＝
芻
 

レ
 

器゚

＝

筈
p5

出
冒
。

巨゚

b
貯

N
恥

ミ
、

ミ
蕩
封

譜
息
§

象
誠
ミ
 

、

ー

ミ
給
ミ
鳴

ミ
恥

栽

題

　

§
｝

智
ミ
ミ
ミ
智
融
ミ

寒
翻
繍

母
g
ζ
弩
げ

目
 

二
巳凶
。

舘
件

目
げ

98

＜
曾一
 

α。

bOOS

困

巨

薹
角
”

冨
冨
。・

F

黜
瀞
ミ凱
爵
ミ

鶏
建
旨
葛
 

亘
識

智
勸
・

§
謡
鬥

宀

ぎ
ξ
。”

　
。。

目
謀
げ
。

』
80
一

黜
浮
ミ帖

嘗
ミ

蠡
ぎ

ヨ
霜
 
、

駐
識

智
習

§叫
黏

く

』
。

ξ
o凵

　
ω

き
左
げ

ρ
一

〇

〇

N甲

黥
酵
ミ馬
ミ
臥

ミ

蠧
ぎ
旨
萪
 
、

ミ
識

智
諏
、
織

ミ

§

≦
1
＜

日6

九

一 537一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

観
音
の

語
源
再

考
（

田

　
中
）

　
目
050

一
〇Q
騨

莫
ま
ρ

b。
OO

 ゜

薯
o
＝
o
炉

写
δ

量
。

戸

ぎ
鬟
§
亀

寒

§
黛

§
ミ

§

紆
ヒ

馳

ぎ
斗
匙

ぎ
甘
g
ピ
。

巷
N凶
αq冖

　
ぐ
σ

二
卑

oQ

位

奠

〉
°。

冨

ζ
ε
o
♪

一

露
c。嚠

（
平
成
二

五

年
度
科
学
研

究
費
補
助

金
基

盤

研
究
（
C
）

「

ア

ジ

ア

各
地
に

お

け
る

密
教
図

像
と

文

献
の

比
較
研
究
」

の

成
果
の
一

部
）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

観
音

、

光

世
音

、

廬
樓
亘

（
公

益
財

団

法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
研
究
員）

一

〇
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